
【住宅（耐震診断）】 (R8.7.7改正)

延床面積 診断費用 個人負担額 補助限度額 補助率等 補助対象建築物

200㎡以下 90,000 10,000 80,000

200㎡超え
300㎡以下

100,000 12,000 88,000

200㎡以下 90,000 10,000 80,000

200㎡超え
300㎡以下

100,000 12,000 88,000

精密診断 90,000 補助対象経費の３分の２。

90,000 補助対象経費の３分の２。
①津山市内にある民間建築物
②住宅耐震診断事業に掲げる以外の昭和５６年５月３１日以前に着工された地
上階数２以下一戸建ての住宅

【住宅（耐震改修）】

補助率等 補助対象建築物

全体耐震改修工事
補助対象経費の５分の４（利子
補給制度を利用する場合は５分
の２）※1,000円未満切捨

昭和５６年５月３１日以前に着工された地上階数２以下の木造一戸建ての住宅
で、耐震診断（一般診断）による既存木造住宅の性能が上部構造評点１．０未
満のもの、又は既存住宅性能評価による既存木造住宅の性能が耐震等級１に満
たないもの

部分耐震改修工事

耐震シェルター

防災ベッド

【建築物（耐震診断）】

補助率等 補助対象建築物

【指示対象建築物】

【一般対象建築物】

【避難路沿道建築物（耐震診断）】

補助率等 補助対象建築物

【耐震診断】

診断費用は原則100%補助
※限度額以上の場合は自己負担
有
※1,000円未満切捨

【補強設計】

補助対象経費の６分の５
※限度額以上の場合は自己負担
有
※1,000円未満切捨

【改修又は除却】

補助対象経費の１５分の１１
※限度額以上の場合は自己負担
有
※1,000円未満切捨

補助限度額

名称

戸建て住宅耐震診断事業
（岡山県知事が指定した建築士事務所に委託して実施するもの）

名称 補助限度額

1,150,000
（利子補給制度を利用する場合は575,000）

補助対象経費の３分の２。
※1,000円未満切捨

木造・戸建て住宅耐震診断事業の補助対象建築物欄に掲げる住宅以外の次に掲
げる建築物（昭和５６年５月３１日以前に着工されたものに限る。）
（１）　長屋及び共同住宅
（２）　住宅以外の建築物

3,000,000

1,500,000

名称 補助限度額

定額補助。

岡山県木造住宅耐震診断マニュ
アルに掲げる一般診断

①津山市内にある民間建築物
②昭和５６年５月３１日以前に着工された一戸建て住宅（店舗部分の面積が延
べ床面積の1/2未満）
③構造が丸太組工法、型式認定住宅以外の木造であるもの
④地上階数が２以下

一般診断
（補強計画又は計画後の診断）

木造住宅耐震改修工事事業

補助対象経費の２分の１（低所
得者等にあっては５分の４）
※1,000円未満切捨

昭和５６年５月３１日以前に着工された地上階数２以下の木造一戸建ての住宅
で、耐震診断（一般診断）による既存木造住宅の性能が上部構造評点１．０未
満のもの。
※低所得者等とは以下①～③のいずれかに該当する世帯をいう
①低所得者（収入分位25％以下）の世帯
②65歳以上の方が居住している世帯
③障がい者の方が居住している世帯
※一の世帯につき１箇所を限度とする。

800,000

800,000

800,000

木造住宅耐震診断事業

（岡山県知事の登録を受けた木造住宅
耐震診断員による耐震診断を一般社団
法人岡山県建築士事務所協会に委託し
て実施するもの）

一般診断
（現況診断）

建築物耐震診断事業

（岡山県知事が指定した建築士事務所
に委託して実施するもの）

名称

１棟につき　4,375,000円

※面積に応じた限度額あり

１棟につき　22,000,000円

※面積に応じた限度額あり

・昭和56年5月31日以前に着手された建築物
・耐震改修促進計画で指定された避難路沿道建築物で前面道路の過半を閉塞す
る可能性がある建築物

要安全確認計画記載建築物

～1000㎡未満：3,670円/㎡
1,000㎡以上～2,000㎡未満：1,570円/㎡

2,000以上：1,050円/㎡

図面復元費用(特別加算)：1,570,000円


